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この系の中に非線形波動方程式の定在波解があるとする。 
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この定在波の中に 1個の荷電粒子があって滞留と移動を繰り返すことでブラウン運動をし

ているとする。 

一か所に滞留している時間に対して移動している時間が無視できるほど小さいとし 

移動後に再び滞留する確率は電界強度に依存せず平等とする。 
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)(rG


を複素数とし tangle G

 )(  とする。 

 

2
)(rG



を単位体積あたりの荷電粒子の存在確率   

)(rb 

を単位時間単位体積あたりの滞留回数とすると 

 201

2

)(

)(
)()()(

ff

G
ErE

arb
rTrbr




 




 

 

  ttiangle   )(exp であるので 
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定在波の中心付近で )(1 rE f


および )(rb 


が位置に依存せずに一定とみなせる領域を考える。  

 

 

この領域で G のダランベルジャンを求めると 
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となる。 

 

はプランク定数 f は振動数 mは質量とし 
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となるので 
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となってクライン・ゴルドン方程式と一致する。 
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